
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「ジェーンとキツネとわたし」 

イザベル アルスノー∥絵 ファニー ブリッ

ト∥文 河野 万里子∥訳」 

佐久間 博∥文 ｐｏｎ‐ｍａｒｓｈ∥絵 変
か

わり者
もの

だと思
おも

われているエレーヌはいつもひ

とりぼっち。居場所
い ば し ょ

がないと感
かん

じる時
とき

、そっと本
ほん

を

開
ひら

く。大好
だ い す

きな物語
ものがたり

『ジェーン・エア』だ。 

ある日、学校
がっこう

のみんなと 4泊
ぱく

5日
にち

の合宿
がっしゅく

に行
い

くこ

とになった。友
とも

だちがいないエレーヌにとってはゆ

ううつなだけ。でも、その合宿
がっしゅく

がエレーヌの気持
き も

ち

を少
すこ

しずつ変
か

えていく…。 

 

 お医
い

者
しゃ

さんだったおじいちゃんが人
ひと

にはそ

れぞれ“からだの物
もの

語
がたり

”があることを教
おし

えて

くれた。その人
ひと

のからだの特
とく

徴
ちょう

は、その人
ひと

が

今
いま

まで生
い

きてきた証
あかし

が刻
きざ

まれているらしい。

街
まち

を見
み

渡
わた

してみると、みんなそれぞれ“から

だの物
もの

語
がたり

”があって…。現
げん

役
えき

のお医
い

者
しゃ

さんが

かいた、周
まわ

りの人
ひと

、そして自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

のことを

大切
たいせつ

にしたくなる本
ほん

です。 

みんなは私
わたし

のことを「わかんないさん」と

呼
よ

ぶ。何
なに

を聞
き

かれても、「わかんない」という

からだ。だって、パパ
ぱ ぱ

とママ
ま ま

は仲
なか

が悪
わる

いわけじ

ゃないのになぜ離婚
り こ ん

したのかわかんないし、

私
わたし

だって、学校
がっこう

に行
い

きたくないのにどうして

学校
がっこう

に行
い

かなきゃいけないのか、何
なに

にもわか

んないんだもん。 

世
よ

の中
なか

、わからないことが多
おお

すぎない？ 

岩
いわ

手
て

県
けん

・盛
もり

岡
おか

市
し

動
どう

物
ぶつ

園
えん

で生
う

まれたキリンの

“リンゴ”は東
とう

京
きょう

・上
うえ

野
の

動
どう

物
ぶつ

園
えん

にお引
ひ

っ越
こ

し

することになりました。でも、3.5 メートル

ものキリンをどうやって運
はこ

ぶの その他
ほか

、

「鉄
てつ

道
どう

車
しゃ

両
りょう

」「こども病
びょう

院
いん

」の運
はこ

び方
かた

を含
ふく

め

た 3 つの“運
はこ

ぶお仕
し

事
ごと

”の物
もの

語
がたり

。読
よ

んだら、

きっと誰
だれ

かに話
はな

したくなります！ 

「わたし、わかんない」 

岩瀬 成子∥著（講談社） 
「ヨークシャーの丘の幽霊」 

マーカス セジウィック∥作  
野沢 佳織∥訳（徳間書店） 
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「みんな みんな とってもすてき」 

バティスト ボーリュー∥文 チィン レン∥絵  

ひがき ゆみ∥訳（ひさかたチャイルド） 

 家族
か ぞ く

で先祖
せ ん ぞ

の故郷
ふるさと

、ヨークシャー・デイ

ルズにきたジェイミー。でも、それぞれが

抱
かか

えている悩
なや

みのせいで家族
か ぞ く

はギクシャク

していた。そんな中
なか

、ジェイミーは幽霊
ゆうれい

を

みて…。 十代
じゅうだい

の少年
しょうねん

の繊細
せんさい

な気持
き も ち

を描
えが

いた、感動物語
かんどうものがたり

です。  

 

「キリンの運びかた、教えます 

 電車と病院も！？」 
岩貞 るみこ∥文 たら子∥絵  

（講談社）    

 

「りりかさんのぬいぐるみ診療所   
思い出の花ちゃん」  
かんの ゆうこ∥作 北見 葉胡∥絵（講談社） 

りりかさんはぬいぐるみのお医者
い し ゃ

さん。あ

るとき、少年
しょうねん

が、ぬいぐるみのトリケラトプ

スをつれてきました。少年
しょうねん

が言
い

うには、この

トリケラトプスのまわりにあるものが、こと

ごとく消
き

えるというのです。りりかさんが、

ていねいに調
しら

べてみると、このぬいぐるみに

はポケットがありました。そして、そのポケ

ットは不思議
ふ し ぎ

な力
ちから

を持
も

っていたのです。 


